
（
但
し
、
自
治
会
を
脱
退
し
た

５
６
４
人
、
同

～

才

７０

７９

ア
ー
ツ
山
の
手
を
含
む
）

１
，
４
２
５
人
、
同

～
８０

そ
れ
に
よ
る
と
、
段
階
別

才
７
６
５
人
、
同

～

８９

９０

で
は
０
～
９
才
は
男
女
計

才
１
４
２
人
、
同
１
０

９９

１
，
２
９
７
人
、
同

０
才
以
上
３
人
と
な
っ
て

１０

町
の
４
自
治
会
約
１
４
０

り
ま
す
。
決
ま
り
次
第
広

～

才
１
，
５
８
３
人
、

い
る
。

１９

名
と
高
田
学
苑
の
教
職
員

報
致
し
ま
す
の
で
多
数
の

同

～

才
１
，
２
７

男
女
別
で
は
、
男
性
６
，

２０

２９

・
生
徒
約
２
，
６
０
０
名

皆
様
の
ご
参
加
を
期
待
す

一
身
田
地
区
住
民
の
総

毎
年
行
政
が
発
表
し
て
い

４
人
、
同

～

才
１
，

４
４
２
人
、
女
性
７
，
０

３０

３９

で
、
午
後
１
時
、
震
度
６

る
次
第
で
す
。

数
、
男
女
別
・
年
代
別
の

る
一
身
田
地
区

（
栗
真

６
８
３
人
、
同

～

６
６
人
で
あ
る
。
全
体
の

．
．

４０

４９

強
の
地
震
が
発
生
し
た
と

割
合
が
判
っ
た
。
平
成

の
一
部
、
大
里
窪
田
の
一

才
２
，
２
７
９
人
、
同

構
成
比
で
は
、

代
が
最

２７

４０

の
想
定
で
合
同
訓
練
が
行

年
６
月
１
日

住
民
基
本

部
、
夢
が
丘
を
含
む
行
政

～

才
１
，
４
９
３

も
多
く
、
全
体
の

．
９

５０

５９

１６

地
震
、
洪
水
、
噴
火
と
日
本
列
島
は
大
揺
れ
。
９
月
だ
け
で
も
東
京
都
調
布
市
で

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
新
し

台
帳
に
よ
る
）
こ
れ
は
、

区
）
の
集
計
で
あ
る
。

人
、
同

～

才
、
１
，

％
、
次
い
で

代
の

．

６０

６９

３０

１２

震
度
５
弱
の
地
震
、
栃
木
、
茨
木
、
宮
城
県
を
襲
っ
た
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る
堤

く
設
置
さ
れ
た
、
震
度
５

５
％
と
な
っ
て
い
る
。
生

防
決
壊
、
阿
蘇
山
の
噴
火
な
ど
。
防
災
対
策
に
「
早
過
ぎ
る
、
や
り
過
ぎ
る
」
は
な

弱
で
自
動
的
に
開
く
【
体

産
年
齢
人
口
は
全
体
の
６１

い
。
一
身
田
自
治
会
、
社
協
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
今
」
を
報
告
す
る
。

育
館
の
鍵
収
納
箱
】
と
入

％
で
全
国
平
均
を
下
回
る
。

口
扉
の
場
所
を
住
民
全
員

少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て

『
今
年
度
の
防
災
活
動
状

今
後

年
以
内
に

％

例
が
展
示
・
運
営
さ
れ
て

で
確
認
致
し
ま
し
た
。
上

い
る
現
在
、
０
～

才
は

５０

９０

１４

況
に
つ
い
て
』

以
上
の
確
率
で
起
こ
る
と

お
り
ま
す
。

②

述
の
先
進
地
視
察
と
避
難

２
，
０
７
３
人

・
３
％

１５

防
災
委
員
会
会
長

云
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

８
月
８
日
（
土
）

訓
練
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ

後
期
高
齢
者
で
あ
る

才
７５

田
中

亨

フ
大
地
震
、
加
え
て
台
風
、
一
身
田
小
学
校
体
育
館
で

と
は
【
自
助
】
自
分
の
命

以
上
は
１
，
５
３
７
人

．
１１

洪
水
、
豪
雨
等
が
あ
り
、

連
合
会
が
主
体
と
な
り
他

は
自
分
で
守
る
。【
共
助
】

４
％
で
あ
る
。

尚
、
１
０

自
治
会
連
合
会
は
今
年

防
災
・
減
災
の
備
え
が
必

団
体
、
県
、
市
の
協
力
の

自
分
の
安
全
を
確
保
し
て

０
才
以
上
は
女
性
３
人
、

の
総
会
で
「
防
災
対
策
」

要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

下
、
住
民
約
１
２
０
名
（
う

か
ら
近
隣
住
民
の
避
難
を

男
性
０
人
で
あ
る
。

を
最
優
先
課
題
と
し
て
各

以
下
直
近
ま
で
の
防
災
活

ち
女
性
約

名
）
が
参
加

助
け
る
。
先
ず
自
分
の
安

６０

種
訓
練
や
視
察
研
修
を
積

動
状
況
の
概
要
を
記
し
ま

し
て
避
難
所
の
運
営
訓
練

全
を
第
一
に
動
け
ば
、
自

一
身
田
地
区
自
治
会
連
合

極
的
に
行
う
こ
と
を
決
定

す
。

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日

ず
と
次
の
段
階
に
通
ず
る

会
の
会
長
、
副
会
長
、
岡

し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、

①
７
月

日
（
火
）

は
避
難
所
を
開
設
す
る
為

道
が
開
け
る
も
の
で
す
。

市
議
は
、
「
地
域
の
声
」

２１

日
本
列
島
は
大
災
害
が
頻

防
災
対
策
の
先
進
県
で
あ

の
手
順
や
運
営
方
法
、
高

防
災
委
員
会
と
し
て
は
、

と
し
て
の
要
望
書
を
直
接

発
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年

る
静
岡
の
地
震
防
災
セ
ン

齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
生

今
後
安
全
に
対
す
る
皆
様

前
葉
津
市
長
に
手
渡
し
た
。

９
月

日
、
東
京
日
本

１８

は
御
嶽
山
の
噴
火
や
広
島

タ
ー
を
視
察
。
こ
の
施
設

活
弱
者
に
対
す
る
配
慮
、

の
意
識
が
も
う
一
段
向
上

要
望
書
は
特
に
①
早
急
に

橋
の
「
三
重
テ
ラ
ス
」
で

の
土
砂
災
害
、
今
年
は
箱

は
静
岡
県
が
東
海
地
震
に

ト
イ
レ
の
設
置
等
に
つ
い

す
る
為
に
は
何
を
な
す
べ

公
民
館
の
建
て
替
え
を
②

一
身
田
寺
内
町
の
魅
力
を

根
や
桜
島
の
噴
火
、
か
の

備
え
、
県
民
の
意
識
を
高

て
ゲ
ー
ム
形
式
で
学
び
ま

き
か
模
索
中
で
す
。
年
度

一
身
田
小
学
校
の
校
庭
の

発
信
し
ま
し
た
。
昨
年
に

東
日
本
大
震
災
か
ら
は
ま

め
る
為
に
建
設
し
た
も
の

し
た
。

内
に
複
数
の
自
治
会
が
避

芝
生
化
を
最
重
点
項
目
と

続
き
２
回
目
の
出
店
で
す
。

だ
４
年
半
し
か
経
過
し
て

で
、
地
震
体
験
室
や
Ｃ
Ｇ

③
９
月
２
日
（
水
）

難
訓
練
等
を
検
討
し
て
お

し
て
掲
げ
た
。

今
回
は
来
年
５
月
の
「
伊

お
り
ま
せ
ん
。

シ
ア
タ
ー
、
耐
震
補
強
事

今
年
も
北
、
中
、
東
、
桜

津
市
側
か
ら
は
市
長
の
他

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」
と
国

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

に
教
育
長
も
出
席
し
た
。

が
推
進
す
る
「
昇
竜
道
プ

ま
た
、
一
身
田
小
学
校
の

会
議
は
終
始
和
や
か
な
ム

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
プ
ラ
ン
を

校
庭
緑
化
の
ご
要
望
に
つ

ー
ド
で
行
わ
れ
、
一
身
田

視
野
に
入
れ
ま
し
た
。

い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安

が
抱
え
る
問
題
点
や
課
題

♦

全
に
の
び
の
び
と
運
動
で

点
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ

「
一
身
田
寺
内
町
ほ
っ
と

き
る
よ
う
な
校
庭
づ
く
り

た
。
行
政
側
か
ら
は
、
解

ガ
イ
ド
会
」
の
鼻
谷
裕
次

一
身
田
地
区
の
皆
様
に
お

の
責
務
で
す
。

に
向
け
て
、
地
域
の
皆
様

決
す
べ
き
問
題
点
を
整
理

長
年
に
わ
た
り
社
会
に

ほ
ぼ
同
数
で
し
た
。

っ
て「
一
寿
会
音
頭
」
を
謳

郎
さ
ん
が
自
作
で
子
供
向

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

そ
の
実
現
の
た
め
、
総
合

で
き
る
こ
と
」
を
着
実
に
進

と
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り

し
て
前
へ
進
め
て
行
き
た

貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ま

開
会
式
典
の
後
、
恒
例

っ
て
踊
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時

け
の
紙
芝
居
を
創
ら
れ
ま

市
政
各
般
に
わ
た
り
、
格
別

計
画
に
掲
げ
た
施
策
を
確

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

た
い
と
思
い
ま
す
。

い
旨
の
話
が
あ
っ
た
。

の
長
寿
を
祝
う
た
め
、
９
月

と
な
っ
た
一
身
田
中
学
校

を
過
ご
し
、
盛
会
の
な
か

し
た
。「
窪
田
の
常
夜
灯
」

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

実
に
仕
上
げ
て
い
く
、
地

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年

月
か
ら
は
、
市

日
（
日
）
一
身
田
地
区
社

吹
奏
楽
部
生
徒
達
の
演
歌

終
了
し
ま
し
た
。

「
寺
内
町
建
物
編
」
「
専

10

１３

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

方
創
生
に
取
り
組
む
な

先
般
、
一
身
田
地
区
の

内

の
地
域
で「
地
域
懇

と
で
、
皆
様
の
お
声
を
曖
昧

会
福
祉
協
議
会
恒
例
の「
敬

メ
ド
レ
ー
、
踊
り(

よ
さ
こ

２
年
目
を
迎
え
た
ご
長

修
寺
建
物
編
」
「
寺
内
町

37

す
。
一
期
目
の
４
年
間
、
地

ど
、
い
く
つ
か
市
民
の
皆
様

皆
様
か
ら
、
公
民
館
新
築
の

談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま

に
せ
ず
、
今
後
の
取
組
や
方

老
の
つ
ど
い
」
が
大
古
曽
の

い)

、
篠
笛
・
太
鼓
・
琴
に
よ

寿
顕
彰
は
第
一
志
登
茂
自

歴
史
編
」
の
ス
ト
ー
リ
ー

域
の
皆
様
に
寄
り
添
い
な
が

に
お
約
束
さ
せ
て
い
た
だ

ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

す
。
こ
の
地
域
懇
談
会
は
、

向
性
を
お
示
し
で
き
る
よ
う

人
権
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

る
伊
勢
音
頭
他
の
演
奏
、

治
会
の
上
井
俊
三
さ
ん

で
す
。
子
ど
も
の
目
線
で
、

ら
様
々
な
取
組
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

た
。
地
域
の
皆
様
の
日
頃
の

地
域
の
皆
様
の
お
声
を
直

に
し
ま
す
。

ル(

収
容
人
員
䦕
３
２
２
名)

警
察
官
０
Ｂ
が
演
じ
た「
特

（

歳
）
と
西
平
野
区
自
治

子
ど
も
の
質
問
に
、
子
ど

９８

ま
い
り
ま
し
た
。
二
期
目

こ
の
４
年
間
は
、
さ
ら
な
る

活
動
を
支
え
る
公
民
館
の

接
お
伺
い
し
、
そ
の
課
題

今
後
も
、
地
域
と
し
っ
か
り

で
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し

殊
詐
欺
防
止
出
前
講
座
」

会
の
渡
邉
て
る
子
さ
ん
（

も
の
用
語
で
想
定
問
答
さ

９２

は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
一
歩
進

高
み
に
向
け
、
市
民
の
た

あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
の

解
決
に
向
け
少
し
で
も
前

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
た
。
今
年
度
の
敬
老
対
象
者

と
続
き
、
最
後
に
一
身
田

歳
）
の
お
二
人
が
選
ば
れ
、
れ
、
知
的
欲
求
の
満
足
度

め
て「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」
め
、
地
域
の
た
め
に
現
状

実
情
に
合
っ
た
よ
り
活
用
し

に
進
め
て
い
く
た
め
の
手
法

「
対
話
と
連
携
」
の
ま
ち
づ

数
は
男
子
１
，
０
３
７
名
・
女

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

一
身
田
地
区
社
会
福
祉

が
高
め
ら
れ
ま
す
。

と
思
っ
た
い
た
だ
け
る
ま
ち

に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
で
あ
り
、
半
年
後
に
改
め

く
り
を
よ
り
一
層
進
め
て
ま

子
１
，
４
９
９
名
の
併
せ
て

メ
ン
バ
ー
と
会
場
に
参
加

協
議
会
の
水
谷
会
長
か
ら
「
歴
史
ま
る
ご
と
体
験
塾
」

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
私

志
を
高
く
持
ち
、「
も
っ
と

庁
内
の
政
策
会
議
に
お
い
て

て
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ

い
り
ま
す
。

２
，
４
８
６
名
で
昨
年
度
と

さ
れ
た
方
々
が
一
緒
に
な

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

一 身 田 の 新 聞 平成２７年１０月号



ｍ
幅
も
の
大
河
が
あ
っ

縦
長
剥
片

が
発
見
さ
れ
ま

平
城
宮
で
は
「
伊
世
国
奄

農
具
、
さ
ら
に
家
屋
壁
な

出
土
か
ら
渡
来
系
集
団
と

た
て
な
が
は
く
へ
ん

い
せ

の
く
に

あ

４０た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

し
た
。
中
勢
道
路
と
津
関

伎
郡
久
菩
多
里
」
と
書
か

ど
、
全
国
的
に
も
貴
重
な

の
深
い
関
り
が
指
摘
さ
れ

げ

ぐ

ん

く

ぼ

た

の

さ

と

今
回
、
無
理
を
云
っ
て

線
バ
イ
パ
ス
が
交
差
す
る

れ
た
木
簡
が
発
見
さ
れ
て

遺
物
が
相
次
ぎ
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

浅
生
先
生
に
寄
稿
を
お
願

橋
垣
内
遺
跡
や
大
垣
内
遺

い
ま
す
が
、
こ
の
地
で
も

ま
し
た
。

ま
た
、
古
代
安
濃
津
と
の

は

し

が

い

と

お

お

が

い

と

い
し
た
。

跡
で
は
、
縄
文
河
道
が
発

新
た
に
木
簡
が
発
見
さ

歴
代
首
長
層
の
水
の
祭
祀

関
連
も
想
定
で
き
る
地
方

じ
よ
う
も
ん
か
ど
う

以
下
ご
紹
介
す
る
。

見
さ
れ
た
り
、
弥
生
時
代

れ
、
貴
重
な
和
同
開
珎
銀

場
で
あ
り
、
最
古
級
須
恵

の
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え

わ

ど

う

か
い
ち
ん

の
方
形
周
溝
墓
群
や
古
代

銭
も
出
土
、
斎
宮
跡
の
よ

器
や
韓
式
系
土
器
の
多
量

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ほ
う
け
い
し
ゆ
う
こ
う
ぼ
ぐ
ん

一
身
田
公
民
館
主
催
の

一
身
田
の
西
方
は
、
中

「
水
の
祭
祀
」
を
物
語
る

う
な
大
遺
跡
で
し
か
出
土

寿
大
学
で
三
重
郷
土
会
常

勢
道
路
が
開
通
し
て
景

遺
構
・
遺
物
も
発
見
さ
れ

し
な
い
大
型
蹄

脚

硯
や

月

日
（
日
）
寺
内
町

お
子
様
に
駄
菓
子
な
ど
の

て
い
き
や
く
け
ん

１１

１５

任
理
事
の
浅
生
悦
生
氏
の

観
が
一
変
し
つ
つ
あ
り

た
り
、
ま
た
、
飛
鳥
・
奈

大
形
土
馬
な
ど
も
出
て
い

周
辺
に
て
第

回
一
身
田

振
る
舞
い
も
予
定
。
ま
た

ど

ば

１８

講
演
会
が
行
わ
れ
、
一
身

ま
す
が
、
そ
の
地
下
の

良
時
代
の
掘

立

柱
が
他
地

ま
す
。

寺
内
町
ま
つ
り
が
開
催
さ

商
店
街
や
学
校
で
配
布
さ

ほ
つ
た
て
ば
し
ら

田
の
歴
史
は
余
り
に
も
深

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

域
よ
り
早
く
採
用
さ
れ
て

津
関
線
北
側
の
六
大
Ａ

れ
ま
す
。
一
中
カ
ン
パ
ニ
ー

れ
る
お
二
人
宛
て
の
メ
ッ
セ

く
、
そ
し
て
、
余
り
に
も

私
た
ち
が
知
ら
な
か
っ

い
る
こ
と
が
判
明
し
て
き

遺
跡
で
は
、
特
に
古
墳
時

や
高
田
幼
稚
園
鼓
笛
隊
、

ー
ジ
カ
ー
ド
を
当
日
持
参

長
い
こ
と
が
紹
介
さ
れ

た
地
域
の
古
代
史
が
次

ま
し
た
。

代
を
中
心
と
し
た
想
定
外

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
の
到
来

相
の
幼
・
老
の
選
手
に
盛

寺
内
町
総
踊
り
、
よ
さ
こ

す
る
と
、
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選

た
。

々
に
明
ら
か
に
な
っ
て

窪
田
集
落
の
南
方
に
広

の
遺
構
・
遺
物
が
次
々
と

を
受
け
て
第

回
一
身
田

ん
に
声
援
が
送
ら
れ
て
い

い
、
各
種
展
示
販
売
な
ど

に
て
商
店
街
の
商
品
等
が

４１

昭
和

年
か
ら
中
勢
バ

地
区
町
民
運
動
会
が
９
月

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
部

恒
例
の
沢
山
の
催
し
物
が

当
た
り
ま
す
。
後
日
新
聞

６３

イ
パ
ス
工
事
に
伴
い
窪
田

日
一
身
田
小
学
校
で
行

で

用
意
さ
れ
た
。

行
わ
れ
ま
す
。

チ
ラ
シ
な
ど
も
ご
覧
く
だ

２７

２３

地
区
で
発
掘
調
査
が
行
わ

わ
れ
た
。

主
催
者
の
体
振
理
事
長

ま
た
同
日

日
に
は
、
第

さ
い
。

ま
た
、
一
身
田
し

１５

れ
た
。
そ
の
結
果
「
び
っ

主
催
者
の
挨
拶
の
後
み
ん

の
村
田
さ
ん
は
、
「
こ
の

３
回
「
一
身
田
し
あ
わ
せ

あ
わ
せ
和
婚
へ
の
ご
協
賛

く
り
す
る
よ
う
な
遺
跡
」

な
で
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を

運
動
会
は
文
字
通
り
町
民

和
婚
」
も
開
催
さ
れ
ま

も
募
集
い
た
し
て
お
り
ま

が
で
て
き
た
。
さ
ら
に
平

ほ
ぐ
し
、
競
技
を
開
始
。

の
老
若
男
女
誰
も
が
参
加

す
。
高
田
会
館
に
て
仏
式

す
。
一
身
田
に
思
い
を
お

成
に
入
っ
て
『
大
古
曽
遺

き
ま
し
た
。

が
る
水
田
下
の
六
大
Ｂ
遺

発
見
さ
れ
驚
き
の
連
続
で

競
技
は
幼
児
、
小
学
生
、

で
き
る
。
楽
し
い
汗
を
か

結
婚
式
（

時
予
定
）
の

持
ち
の
方
、
お
祝
い
に
ご

ろ
く
だ
い

１０

跡
』
を
調
査
す
る
と
、
一

大
古
曽
遺
跡
で
は
堆
積

跡
で
は
、
特
に
飛
鳥
・
奈

し
た
。
多
数
の
井
泉
跡
や

一
般
、
老
人
か
ら
な
る
プ

き
、
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ

後
、
本
山
境
内
で
の
十
二

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方

身
田
に
は
、
一
万
年
前
に

し
た
地
層
深
く
か
ら
１
万

良
・
平
安
時
代
の
建
物
群

水
の
祭
祀
に
使
わ
れ
た
ミ

ロ
グ
ラ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
、

ュ
し
て
明
日
に
繋
げ
て
ほ

単
姿
の
お
披
露
目
、
午
後

は
お
力
添
え
を
頂
け
ま
し

は
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と

年
前
に
人
々
が
い
た
こ
と

跡
が
重
な
っ
て
発
見
さ
れ

ニ
チ
ュ
ア
穿
孔
土
器
、
木

幼
児
と
老
人
に
よ
る
「
玉

し
い
」
と
話
さ
れ
た
。

に
は
（
２
時
の
予
定
）
新
郎

た
ら
幸
い
で
す
。
一
身
田

せ

ん

こ

う

ど

き

が
判
明
、
し
か
も
、

～

を
示
す
ナ
イ
フ
形
石
器
や

ま
し
た
。

製
六
弦
琴
、
横
櫛
、
下
駄

入
れ
」
で
は
、
必
死
の
形

７
０
０
人
が
参
加
し
た
。

新
婦
を
中
心
と
し
て
着
物

商
工
振
興
会

中
川
（
２

３０

の
姿
の
方
総
勢

名
以
上

３
２-

２
３
６
６
）
ま
で

５０

学
習
発
表
会
時
に「
お
楽
し

の
結
婚
大
パ
レ
ー
ド
が
行

み
抽
選
会
」
を
し
ま
す
。
皆

わ
れ
ま
す
。
紅
白
餅
や
、

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
（
注
意
）
作
品
展
、
発

月

日
か
ら
甲
子
園

特
に
前
田
君
は
小
学
生
時

児
の
誕
生
で
す
。
当
時
か

し
て
い
る
姿
が
今
で
も
忘

8

6

表
場
所
、
時
間
な
ど
詳
し
く
は

球
場
で
開
催
さ
れ
た「
第

代
、
一
身
田
ス
ポ
ー
ツ
少

ら
俊
足
で
、
盗
塁
王
や
駅

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

97

公
民
館
ま
で

回
全
国
高
等
学
校
野
球

年
団
に
所
属
し
、
キ
ャ
ッ

伝
大
会
の
運
動
能
力
は
抜

津
商
業
高
校
が
甲
子
園

選
手
権
大
会
」
へ
は
三
重
県

チ
ャ
ー
や
シ
ョ
ー
ト
を
守

群
で
し
た
。

で
見
せ
て
く
れ
た
チ
ー

「
集
お
う

公
民
館
へ
」

て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

代
表
と
し
て
津
商
業
高
校

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
礼
儀

ム
一
丸
と
な
っ
た
全
力

を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
文

来
場
者
数
は
、
「
作
品
展

が
出
場
し
ま
し
た
。

ス
ポ
少
創
立

年
目
に
し

正
し
く
、
お
家
の
方
と
一

プ
レ
ー
は
私
た
ち
に
感
動

50

化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
講

の
部
」
「
発
表
会
の
部
」

ベ
ン
チ
入
り
で
き
る

人
の

て
、
初
め
て
の
甲
子
園
球

生
懸
命
コ
ツ
コ
ツ
と
練
習

と
元
気
を
、
そ
し
て
子
供

20

座
生
の
日
頃
の
学
習
成
果

を
合
わ
せ
て
８
９
５
人

選
手
の
中
に
、

年
生
の

た
ち
に
は
夢
と
希
望
を
与

べ
や
す
い
品
種
で
す
。

ど
な
く
、
胡
瓜
の
よ
う
な
青

3

を
家
族
・
友
人
・
地
域
の

で
し
た
。
今
年
度
は
１
，

前
田
悠
汰
君(

セ
ン
タ
ー)

、

え
て
く
れ
ま
し
た
。

津

サ
イ
ズ
は

ほ
ど
で
果

臭
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
セ

25
cm

方
々
に
参
観
を
し
て
頂
き

０
０
０
人
と
目
標
を
設

同
じ
く
増
岡
君(

キ
ャ
ッ
チ

商
業
高
校
の
皆
さ
ん
、
本

皮
の
緑
色
は
薄
め
、
ラ
イ
ム

が
な
く
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た

た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

定
し
皆
で
力
を
合
わ
せ
、

ャ
ー)

、

年
生
の
松
葉
君

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

グ
リ
ー
ン
の
美
し
い
実
を

食
感
が
心
地
良
く
、
何
に
で

2

こ
の
こ
と
が
生
き
生
き
と

多
く
の
方
々
が
来
て
頂

(

フ
ァ
ー
ス
ト)

の

人
が
、

ま
し
た
。

成
ら
せ
ま
す
。

も
あ
わ
せ
や
す
い
感
じ
で

3

講
座
生
が
活
動
を
続
け
る

け
る
よ
う
に
努
力
を
し

地
元
一
身
田
中
学
校
の
出

青
果
売
り
場
で
見
か
け
る

す
。

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
き
ま
す
。

身
者
で
あ
る
こ
と
は
、
本

こ
と
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
変
わ
り
種
ゴ

最
近
の
地
区
の
課
題

と
の
間
に
長
さ
７
０
０
ｍ

当
に
喜
ば
し
い
限
り
で

別
名
『
デ
リ
シ
ャ
ス
ゴ
ー
ヤ

ー
ヤ
ー
の
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン

と
し
て
、
数
年
前
か
ら

ほ
ど
の
金
属
製
フ
ェ
ン
ス

す
。

ー
』
と
か
『
い
ぼ
な
し
ゴ
ー

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

上
津
部
田
西
部
地
域
に

を
構
築
し
ま
し
た
。

ヤ
ー
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

イ
ノ
シ
シ
が
住
み
こ
み
、

当
地
区
の
自
慢
と
し
て

藤
原
時
代
末
期
制
作
の

よ
う
で
す
。

上
津
部
田
自
治
会
は
一

農
作
物
へ
の
被
害
が
深

は
、
地
区
内
に
天
台
宗
「
勝

「
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」
、

一
般
的
に
こ
の
イ
ボ
が
な

身
田
地
域
の
南
西
部
に
位

刻
化
し
て
い
ま
す
。

久
寺
」
が
あ
り
、
当
寺
に

鎌
倉
時
代
制
作
の
「
聖
観

表
面
が
な
め
ら
か
で
、

い
タ
イ
プ
の
ゴ
ー
ヤ
ー
は
苦

置
し
、
古
く
か
ら
の
農
村

対
策
と
し
て
、
昨
年
、

あ
る
３
躯
の
仏
像
が
大
正

音
立
像
」
、
「
地
蔵
菩
薩

イ
ボ
の
凹
凸
が
あ
ま
り
な

味
が
少
な
く
、
生
の
ま
ま

を
主
体
と
す
る
民
家
、
ア

上
津
部
田
地
域
資
源
保

５
年
に
国
指
定
重
要
文
化

立
像
」
が
そ
れ
で
す
。

く
果
皮
が
な
め
ら
か
な
苦

サ
ラ
ダ
な
ど
で
食
べ
る
こ
と

パ
ー
ト
住
人
が
会
員
と
な

存
会
を
立
ち
上
げ
、
国

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
開
帳
の
節
に
は
ぜ
ひ
ご

瓜
。
苦
味
は
一
般
的
な
ゴ

が
で
き
ま
す
。
実
際
に
食
べ

っ
て
い
ま
す
。

の
補
助
金
で
山
林
と
市
道

仏
像
は
す
べ
て
木
造
で
、

覧
く
だ
さ
い
。

ー
ヤ
に
比
べ
て
少
な
く
て
食

て
み
る
と
、
苦
味
が
ほ
と
ん

♦

と

き

♦

と
こ
ろ

♦

じ
か
ん

ス
ポ
少
Ｏ
Ｂ
・
前
田
君
が
甲
子
園
へ
出
場
し
ま
し
た
！

一
身
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
長

小
澤
康
孝

「
子
供
の
頃
か
ら
日
本

に
憧
れ
、
日
本
に
来
る

こ
と
が
夢
だ
っ
た
彼
。

日
本
の
友
人
を
頼
り

に
来
日
し
た
も
の
の
泊

ま
る
と
こ
ろ
が
無
く
、

友
人
の
親
戚
の
家
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
す
る
事
に

卫
。
そ
れ
が
私
の
家
。

そ
ん
な
偶
然
の
出
会

い
か
ら
一
年
後
に
入

籍
。
そ
れ
か
ら
二
年
、

子
供
に
も
恵
ま
れ
た

今
の
私
達
の
夢
は
自

然
豊
か
な
三
重
で
の

笑
顔
あ
ふ
れ
る
自
然

に
優
し
い
生
活
。

こ
こ
一
身
田
高
田
本

山
は
私
の
大
好
き
だ
っ

た
祖
父
母
が
眠
る
場

所
。
こ
の
和
の
町
で
日

本
の
伝
統
的
な
ス
タ
イ

ル
の
結
婚
式
を
挙
げ

ら
れ
る
こ
と
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
」
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
き
ま
し
た
。

な
め
ら
か
ゴ
ー
ヤ

っ
て
知
っ
て
ま
す
か

中
尾
清
章
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